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「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」 月
ちち

に二
た

回
けーん

集
あち

まぬ勉
びん

強
ちょー

会
い

、品川
しながわ

ぬ大崎
おーさき

 

・難
むちか

さる沖縄口
うちなーぐち

ぬ音
う

--------------------------------------------和田晶子 

・沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ係
かか

わい---------------------------------------------花田匠子 

・会報に出てきた語句の説明 
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難
むちか

さる沖縄口
うちなーぐち

ぬ音
う

   和田晶子（我孫子市） 

 

 沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

い始
はじ

みから、なー、四
ゆ

年
にん

余
あま

い成
な

いびたん
 

。 

今
なま

やん、言
く

葉
ば

ぬ声
ー

出


じゃちゃい、又
また

、声
ー

上
あ

ぎたい下
さ

ぎたいすしぇー、難
むちか

さいびーく、難
なん

儀
じ

そーいびーん
 

。 

例
た

れー、「ー（jaa）」、うりから「ー（waa）」

ぬ声
ー

出


じゃする事
く

やいびーん
 

。 

先
ま

じぇー、息
いーち

止


み、あんしから、 喉
ぬーー

じるぬたば

さくー、あったに、息
いーち

出


じゃち見
んー

じゃびーしが、

だーたい、強 々
ちゅーぢゅー

く力
ちから

入
い

っさんんあれー「破
は

裂
れつ

音
おの

」ー、出


じらんねーさびーん
 

。 

「ー」うりから「ー」出


じゃする音
う

んかえー、何
ぬー

ぬ恨
うら

みん無
ね

ーやびらんしが、我
わ

ん面
ちら

ー、全
まった

ちわじわ

じーそーる目口
みーくち

ぬ如
ぐ

成
な

いびーん。 

又
また

、「ーーちちやいびーんやーたい。」ん言
い

ち、

御
ぐ

衆
すー

様
よー

んかい御
ぐ

挨拶
えーさち

うんぬきゆる場
ばー

ねー、先
ま

じぇー、

喉
ぬーー

じるぬたばさ開
あ

き、力
ちから

ー、入
い

りらん如
ぐ

「ー」

ん言
い

ち、声
ー

出


じゃち、あんしから、続
ちぢ

き直
し

ぐ息
いーち

止


み、 喉
ぬーー

じるぬたばさくー、あったに息
いーち

出


じ

ゃち、「ー」ん言
い

らんんあれー成
な

らんく、我
わ

ん

喉
ぬーー

じろー 忙
いちゅな

しく成
な

いびーん
 

。 

何
ぬー

んち沖縄
うちなー

ん人
ちょ

ー、此
く

ぬよーな哀
あわ

れーさん如
ぐ

、自
し

然
じん

に

喉
ぬーー

じるぬたばさ開
あ

きたいくーたいっし、声
ー

出


じゃ

しゆーすがやーんち、いっぺーるまさいびーん
 

。 

あんすく、うぬ事
く

にちー、ちゃー、羨
うれー

まさん思
うむ

とーいびーん
 

。 

 声
ー

上
あ

ぎたい下
さ

ぎたいすしん、我
わ

んねー、難
なん

儀
じ

くん儀
じ

そーいびーん。声
ー

上
あ

ぎゆんそーいねー、く考
かんげ

ー

い強
じゅー

さぬ上
あ

ぎらんん済
し

むる所
くる

ん、上
あ

がたいさび

ーん。幾
いく

回
けーぬ

ん言
い

ー直
のー

しーねー、やまちり、沖縄
うちなー

口
ぐち

んあらん、大和
やま

口
ぐち

んあらん、異
い

風
ふー

なむん成
な

いびーん
 

。 

沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ御
ぐ

衆
すー

様
よー

んかえー、大
でー

事
じ

な聞
ち

ち苦
ぐり

さる言
く

葉
ば

成
な

とーる筈
はじ

どーやーんち、ちゃー御
ぐ

無
ぶ

礼
りー

成
な

てー居


らん

がやーん思
うむ

とーいびーん。 

やいびーしが、沖縄
うちなー

口
くちぇ

ー、いっぺー好
し

ちやいびーく

、此
く

りからん沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ勉
びん

強
ちょー

や、続
ちぢ

き行
い

ちゅんち

やいびーん
 

。 

 我
わ

んが好
し

ちゅる沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ一
ー

ちやいびーしが、「肝
ちむ

苦
ぐり

さん」言


る言
く

葉
ば

やいびーん。 

此
く

ぬ言
く

葉
ば

ー、「相
えー

手


ぬ肝
ちむ

病
や

みーねー、胴
ー

ぬ肝
ちむ

病
や

むし

ぬ如
ぐ

、ちゃー、まじゅーんさーに相
えー

手


ぬ心配
し わ

さがち

ー、うぬ病
や

むし分
わ

きゆん言


る肝
ちむ

心
くくる

やる。」ん言
い

らっとーいびーん
 

。 

 去
じゃ

る三
さん

月
ち

十
じゅー

一
いち

日
にち

に「東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

」ん言
い

ち、

まぎねーぬ寄
ゆ

 災
わじゃゑ

ーぬ起
う

くりやびたん。 

あんし、家
やー

人衆
にんじゅ

ぬしがり波
なみ

んかいすびかっ、家
やー

屋
や

敷
しち

ん汁
しる

成
な

たるっ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

ぬ苦
くち

さる事
く

、うりから、「原発
げんぱつ

」

ぬ故
ゆい

に、思
うま

ーじふらーじ 災
わじゃゑ

ーぬ起
う

くり、田
たー

ん畑
はたき

ん生
い

ち物
むぬ

ん置
う

ちき、村
むら

から出


じらねー成
な

らんっ人
ちゅ
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ぬ達
ちゃー

ぬ苦
くち

さる事
く

思
うむ

いねー、「肝
ちむ

苦
くり

さん」言


る言
く

葉
ば

ぬ

通
ー

い、「肝
ちむ

ぬ忍
しぬ

ばらん。」思
うむ

とーいびーん。 

「肝苦
ちむぐり

さん」言


る言
く

葉
ば

ー、何処
ま ー

がなぬ他
た

人
にぬ

んかい、

大和
やま

口
ぐち

さーに、ただ「かわいそう」ん言


るちむえー

とー変
か

わとーいびーん。 

沖縄
うちなー

ん人
ちゅ

ぬ言
い

みしぇーる通
ー

い、ちゃー、まじゅーん

さーに心
し

配
わ

さがちー、うぬ肝
ちむ

病
や

むし分
わ

きゆん言


る、

肝
ちむ

清
ぢゅ

らさる心
くくる

、持
む

ち欲
ぶ

さん思
うむ

とーいびーん。 

 勉
びん

強
ちょー

会
い

ぬ御
ぐ

衆様
すーよー

、沖縄
うちなー

口
っし

っし「ゆんたく」ぬ成
な

いる如
ぐ

、此
く

りからんうみはま、勉
びん

強
ちょー

しー欲
ぶ

さいび

ーん
 

。 

 
 
 
 

ごーやー 
 

 我
わっ

達
たー

や、此
く

ぬ夏
なち

ねー、電
でん

気
け

ー、あんすか使
ちか

ーん如
ぐ

「緑
みどり

のカーテン」作
ちゅく

ゆんちやいびーしが、ごーや

ーぬ苗
ねー

買
こー

っ来
ち

、植


ーやびたん。 

ごーやーぬ葉
ー

ぬむてーゆる「緑
みどり

のカーテン」さーに

しだむんちやいびーん。又
また

、まぎ生
な

い物
むん

ぬ成
な

いねー、

ごーやーちゃんぷるー作
ちゅく

、噛
か

むし楽
たぬ

しむんちやい

びーん
 

。 

「ごーやーちゃんぷるー」ん言


る言
く

葉
ば

言


しん、心得
くくり

らんんあれー成
な

いびらんやーたい。 

声
ー

や上
あ

ぎたい下
さ

ぎたいさん如
ぐ

、真
ま

っとーば言
い

ち見
んー

じ

ゃびら
 

。 

「ごーやーちゃんぷる
  

ー」、「ごーやーちゃんぷるー」

ん言
い

ち、稽
ちー

古
く

そーいびーん。 

（終
う

わい） 

 

沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ係
かか

わい     花田匠子（相模原市） 

 

 沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

い始
はじ

みたる訳
わき

、うんぬきれーやーん思
うむ

とーいびーん
 

。 

小
しょー

学校
がっこー

六年生
るくにんしー

ぬ頃
くる

、「平
へい

和
わ

学
がく

習
しゅー

」ぬ故
ゆい

に、初
はじ

み

沖縄
うちなー

かい行
い

ちゃびたん。 

うぬ旅
たび

、我
わっ

達
たー

や、沖
うち

縄
なー

ぬ戦
いくさ

ぬ事
く

にちー、

いっぺー勉
びん

強
ちょー

さびたん。 

 我
わっ

達
たー

や、嘉手
か 

納
なー

基地
き ち

かいん行
い

ちゃびたしが、なー、

飛
ひ

行
こー

機
き

ぬ音
う

ぬ、くゆんがしまさぬ、先生
しんしー

ぬ御
う

話
はなしぇ

ー、

聞
ち

ちゅる事
くと

ー成
な

いびらんたん。 

あんし、うぬ飛
ひ

行
こー

機
け

ー、後
あ

から後
あ

から飛


来
ち

ゃーび

たん
 

。 

沖縄
うちなー

、暮
く

らちょーみしぇーるっ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

や、毎
めー

日
にち

、

此
く

ぬゆんがしまさる音
う

聞
ち

ちょーみしぇーく、一
いち

大
でー

事
じ

な事
く

やさやーん思
うむ

やびたん。 

 「ひめゆり平
へい

和
わ

祈
き

念
ねん

資
し

料
りょー

館
かん

」、我
わっ

達
たー

や、沖縄
うちなー

ぬ戦
いくさ

ぬいちゃしー事
く

、色
いる

々
いる

御
う

話
はなし

拝
が

、いっぺ

ー肝
ちむ

病
や

まびたん。 

元
む

ひめゆり学
がく

徒
と

隊
たい

ぬ宮
みや

良
ら

ルリさんぬ御
う

話
はなし

ん拝
が

まび
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たん。いっぺー念
にん

入
い

っ御
う

話
はなし

そーみしぇーいびーた

ん
 

。 

くぬ後
あ

、「沖縄県
おきなわけん

平
へい

和
わ

祈
き

念
ねん

資
し

料
りょー

館
かん

」かい行


じ、千
せん

羽
ば

鶴
づる

うさぎやびたん
  

。 

 「平
へい

和
わ

学
がく

習
しゅー

」ぬ旅
たべ

ー、あま走
は

いくま走
は

いさびたし

が、南
なん

城
じょー

市
し

なかいある糸
いちゅ

数
かじ

壕
ごー

かいん行
い

ちゃびたん。

病
びょー

院
いん

壕
ごー

ぬ跡
あ

見
んー

ち、うぬ壕
ごー

ぬ中
なーか

ー、暗
くら

ぞーりとーた

く、頭
ちぶる

んかい懐
かい

中
ちゅー

電
でん

灯
とー

付
ち

き、よーんなーよー

んなー入
い

っち行
い

ちゃびたん
 

。 

あんし、我
わっ

達
たー

や、うぬ壕
ごー

ぬ中
なーか

、リコーダー吹
ふ

ち、

まーしみそーちゃるっ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

ぬ、御
う

しじ前
めー

んかい悔
く

やみうんぬきやびたん
   

。 

 我
わ

んねー、うぬ旅
たび

、思
うむ

たる事
く

やーびーしが、

沖縄
うちなー

ぬ戦
いくさ

に、苦
くち

さしみそーちゃるっ人
ちゅ

ぬ達
ちゃー

ぬ、

心
くく

地
ち

ぬ分
わ

か来
ち

ゃーびたん。戦
いくさ

、ちゃーる哀
あわ

り

がさらやーん思
うむ

いねー、肝
ちむ

いちゃさいびーん。 

此
く

ぬよーなく思
うむ

いがちー、っ人
ちゅ

ぬ肝
ちむ

病
や

むし分
わ

かい

る人
にん

間
じぬ

んかい成
な

れやーん思
うむ

ゆる如
ぐ

成
な

いびたん。 

 童
わらび

そーいに「平
へい

和
わ

学
がく

習
しゅー

」しーが沖縄
うちなー

かい行


じ、

うぬ後
あ

、我
わ

んねー、三
さん

十
じゅー

成
な

たる歳
し

に、何
ぬー

がやら体
からた

ぬ

弱
よー

く成
な

、家
やー

眠
にん

とーいびーたん。 

うんにーまんぐるぬ事
く

やいびーしが、思
うま

ーじふらーじ

ラジオから三線
さんしん

ぬ音
う

ぬ聞
ち

かり来
ち

ゃーびたん。 

なー、いっぺーあながちさんあい、響
び

ちゅる音
う

ぬ何
ぬー



んん言


ららん肝
ちむ

んやーやー成
な

いびたん。 

あんさーに沖縄
うちなー

ぬ事
く

にちー、又
また

ん何
ぬー

がな勉
びん

強
ちょー

しー

欲
ぶ

さん思
うむ

ゆる如
ぐ

成
な

いびたん。 

去
く

年
じゅ

ぬ五月
ぐんち

に狛
こま

江
え

市
し

、三線
さんしん

習
なら

ーする所
くる

ぬあ

ん言


し分
わ

か、ま「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」ぬあ

ん言


る事
く

ん分
わ

かやびたん。 

御
ぐ

縁
ん

ぬあ、國吉
くによし

眞
しん

正
しょー

さん御行逢
ーちぇー

さび、沖縄
うちなー

口
ぐち

習
なら

いる事
く

成
な

いびたん
  

。 

 今
なま

習
なら

い始
はじ

み一
ちゅ

年


余
あま

い成
な

いびーしが、沖縄
うちなー

口
ぐち

ぬ音
うと

ー、いっぺー難
むちか

さいびーん。 

腸
わた

ぬ底
すく

から胴
ー

いっぺー響
び

ちゅる声
ー

やんねーすく、

腸
わた

ぬちる使
ちか

ゆんねーさびーん。 

沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー、いっぺー人間
にんじん

らーさる味
あじ

ゑーぬあい、又
また

、

肝
ちむ

んやーやー成
い

いる言
い

ーよーぬ多
うほー

くあいびーく、

いっぺーー心
くく

地
ち

成
な

いびーん。あんすく、沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー、いっぺー好
し

ちやいびーん。 

今
なま

ー、あんすか沖縄
うちなー

口
ぐちぇ

ー、分
わ

かいびらんしが、此
く

りから沖縄
うちなー

、大和
やま

ぬしーじゃ方
かた

から色々
いるいる

習
なら

行
い

ちゃ

びーく、御
ぐ

衆
すー

様
よー

宜
ゆた

さる如
ぐ

御
う

願
にげ

ーさびーん。 

うりから、我
わ

んねー、会
い

報
ほー

なかい絵
ー

描
か

ちょーいび

ーしが、此
く

りからんいやん絵
ー

描
か

ちゅんちやいびー

ん。沖縄
うちなー

口
ぐち

広
る

みーる為
たみ

成
な

いるむんやれー、いっぺー嬉
うっ

さいびーん
  

。「沖縄
おきなわ

語
ご

を話
はな

す会
かい

」、御
ぐ

衆
すー

様
よー

んかい

御行
ーちぇ

逢
ー

拝
が

、勉
びん

強
ちょー

始
はじ

みらりーる如
ぐ

成
な

、有
あ

り難
がて

ー事
く
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やん思
うむ

とーいびーん
 

。      （終
う

わい） 

会報に出てきた語句の説明 

・ 喉
ぬーー

じる：声帯。 

・たばさ：間。 
・くーゆん：閉じる。 
・あったに：にわかに。不意に。 
・だー（たい）：失敗した時にも言う。しまった。 
・さんんあれー：しなければ。 

・出


じらんねーさびーん：出ないようです。 

・わじわじーそーん：まさに怒りが発せんとしている。 

・目口
みーくち

：表情。顔つき。 

・ーーちち：よい天気。 
・うんぬきゆん：申し上げる。目上に言うことの敬語。 

・言
い

らんんあれー成
な

らん：言わなければならない。 

・いっぺー：たいそう。非常に。たいへん。 
・るまさん：不思議である。 

・難
なん

儀
じ

くん儀
じ

すん：多くの苦労をする。 

・く：あんまり。 
・やまちりゆん：ごたごたする。混乱する。 
・ちゃー：いつも。 
・まじゅーん：一緒（に）。共（に）。 
・まぎねー：おおきな地震。 

・しがり波
なみ

：津波。 

・すびかりゆん：ひきずられる。引っぱられる。 

・家
やー

屋
や

敷
しち

ん汁
しる

成
な

たん：家屋敷もなくなった。 

・思
うま

ーじふらーじ：思わず。思いがけず。 

・肝
ちむ

ぬ忍
しぬ

ばらん：心に忍びない。 

・ちむえー：意味。わけ。理由。 
・うみはまゆん：はげむ。熱心に努力する。 
・あんすか：それほど。 
・むてーゆん：茂る。 
・しだむん：涼む・ 
・ゆんがしまさん：かしましい。やかましい。 

・いちゃしー事
く

：痛々しいこと。 

・御
う

話
はなし

拝
が

むん：（目上の人の）お話を聴く。 

・肝
ちむ

病
や

むん：心を痛める。 

・うさぎゆん：差し上げる。献上する。 

・あま走
は

いくま走
は

い：あちこち駆けずり回ること。 

・暗
くら

ぞーりゆん：薄暗くなる。 

・よーんなーよーんなー：ゆっくりゆっくり。 
・まーすん：死ぬ。なくなる。 

・御
う

しじ前
めー

：御霊の敬称。 

・ちゃーる：どんな。 

・肝
ちむ

いちゃさん：心が痛む。 

・思
うむ

いがちー：思いながら。 

・何
ぬー

がやら：どうしたのか。 

・うんにーまんぐる：その頃。 
・あながちさん：なつかしい。 

・何
ぬー

んん言


ららん：何とも言えない。 

・やーやー成
な

ゆん：静まる。また、ほっと安心する。 

・腸
わた

ぬちる：おなかの筋。 

・しーじゃ方
かた

：先輩たち。 

・いやん：少しでも。 
 
＊本文では、語句は活用されていますので、ここに示しました語句

とは必ずしも一致しておりません。 
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事務局から 

うちなーぐちの発音の難しさについても触れておりますので、音

を聞いたり、声を出したりして練習を続けましょうね。 
 今回も、会員の花田匠子さんが描いた絵を入れました。素敵なタ

ッチで描かれた絵をいただき、ありがとうございました。 
この会報は、うちなーぐちにご関心があれば、会員以外の方でも

投稿できます。 
原稿は趣旨を変えないで、手直しをする場合がありますので、ご理

解を賜りますようお願いします。 
そして大変恐縮ですが、原稿料はお支払いできませんので、会報を

寄贈して薄謝に代えさせていただきます。     國吉（眞）  



                   沖縄文字一覧と用例 
赤い字はこの号で使った字です 

[tu]  い（鳥）、う（音）、みー（夫婦） 
 

と[to]  とーふ（豆腐）、とーばる（桃原） 

[hwe] ー（南）、にーでーびる（有難うございます）

 

へ[he]  へい（おい「目下への呼びかけ」） 

[du]  し（友人）、や（宿）、ー（自分） 

 

ど[do]  どーぐ（道具）、まんどーん（たくさんある） 

[ ja]＊ ー（君、お前）、ん（言わない） 

 

や[ ja]  やー（家）、やん（である） 

[ti]  ーち（一つ）、ーだ（太陽）、ん（空） 

 

て[te]  てーく（太鼓）、てーしち（大切） 

[ ju]＊ ん（言う） 

 

ゆ[ ju]  ゆんたく（おしゃべり） 

[di]  ふ（筆）、ぬーー（喉）、きやー（秀才） 

 

で[de]  でーじ（大変なこと）、ちょーでー（兄弟） 

[ jo]＊ ーいー（おさな子） 

 

よ[ jo]   よーんなー（ゆっくり） 

[kwa] じ（火事）、っちー（ごちそう） 

 

か[ka]  かじ（風）、かんない（雷）、かーま（遠方） 

[ wa]＊ ー（豚）、ーちち（天気） 

 

わ[ wa]  わーむん（私のもの） 

[gwa] にんん（念願）、んく（頑固） 

 

が[ga]  がんちょー（眼鏡、めがね）、しがた（姿） 

[ wi]＊ ー（上）、ーりきさん（面白い） 

 

ゐ[ wi]  ゐきが（男）、ゐなぐ（女） 

[kwi] ー（声）、さっー（咳）、ゆん（呉れる） 

 

き[ki]  きー（木）、きゆん（蹴る）、きぶし（煙） 

[ we]＊ ーきー（金持ち）、んちゅ（ねずみ） 

 

ゑ[ we]  ういゑー（お祝）、わじゃゑー（災い） 

[gwi] ーく（越来「地名」） 

 

ぎ[gi]  かーぎ（容ぼう） 

[ N]＊  み（梅）、に（稲）、なじ（うなぎ）

 

ん[ N]   んに（胸）、んみ（嶺井「地名」）、んな（港）

[kwe] ー（鍬）、からじー（髪きり虫） 

 

け[ke]  けー（かゆ）、ちけー（使者） 

[ i]＊  ん（縁）、だ（枝） 

 

い[ i]   いん（犬）、いーび（指）、いちゅん（行く）

[gwe] ったい（ぬかるみ） 

 

げ[ge]  げー（害）、にげー（願い） 

[ u]＊  （夫）、ーじ（さとうきび） 

 

う[ u]   う（音）、うーび（帯） 

[hwa] ー（葉）、なー（那覇） 

 

は[ha]  はる（畑）、はぎもー（荒地） 

[ e]＊△ ーま（八重山）、ーじ（八重洲） 

 

え[ e]△  えーさち（あいさつ）、えーじ（合図） 

[hwi] じゃい（左）、ー（いるか） 

 

ひ[hi]  ひやみかすん（えい、と言う） 

お[ o]   おーじ（扇）、おーさん（青い） 

 

を[ o]   をーじ（王子）、をーれー（往来） 

[ ]内は沖縄語辞典による読み方  []は声門破裂音のあること、[]は声門破裂音のないことを示す。     
＊ は単語の語頭だけに用います。語頭以外では用いません。 
       例 ○い（鳥）、×    
△ 音の出だしに、僅かにｉをひびかせます。 （自由使用とされていますので、使用許可は要りません。） 


